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一
面
　
第
四
十
四
回
全
国
木
材
産
業
振

　
　
　
興
大
会
を
東
京
で
開
催
　
大
会

二
面
　
Ｊ
Ａ
Ｓ
工
場
認
定
　
お
し
ら
せ

三
面
　
振
興
大
会
栄
え
の
受
賞
者
　

四
面
　
景
況
調
査
　
開
催
案
内

第
　　
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
開
催

４４
新
た
な
木
材
利
用
へ
の
挑
戦
で
木
材
産
業
の
創
造
的
再
興

東
京
都
に
全
国
か
ら
参
集

〜
「
木
づ
か
い
」
で
　
の
削
減
・
豊
か
な
生
活
〜
　

　
全
木
連
と
全
木
協
連
が
主
催
す
る
第

四
十
四
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
は
、

「
新
た
な
木
材
利
用
へ
の
挑
戦
で
木
材

産
業
の
創
造
的
再
興
〜
「
木
づ
か
い
」

で
　
の
削
減
・
豊
か
な
生
活
〜
」
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
十
月
二
十
三
日

に
東
京
都
の
「
東
商
ホ
ー
ル
」
で
開
催

さ
れ
た
。
協
力
は
社
団
法
人
東
京
都
木

材
団
体
連
合
会
。
第
一
部
の
大
会
議
事

CO2

CO2

　
　
大
会
会
長

ご
　挨
　拶
　

社
団
法
人

会
　
　
長
　
全
国
木
材
組
合
連
合
会

　
並
　
　木
　
　
瑛
　
　夫

宣
　言
　決
　議

一
、
地
域
経
済
を
担
う
木
材
事
業
者
が

　
希
望
を
持
っ
て
事
業
活
動
が
持
続
で

　
き
る
よ
う
、
一
層
の
景
気
対
策
、
中

　
小
企
業
対
策
な
ど
の
充
実
に
取
り
組

　
も
う

一
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
資
す
る
、
住

　
生
活
空
間
へ
の
木
材
利
用
の
一
層
の

　
拡
大
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
・
普

　
及
を
進
め
よ
う

一
、
違
法
伐
採
対
策
の
推
進
と
合
法
性

　
の
証
明
さ
れ
た
木
材
の
普
及
利
用
に

　
取
り
組
も
う

一
、
消
費
者
・
工
務
店
と
の
連
携
促
進

　
と
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
な
ど
安
全
・
安
心
の

　
木
材
普
及
・
定
着
に
取
り
組
も
う

一
、
炭
素
を
固
定
し
再
生
可
能
な
「
木

　
材
」
の
利
用
推
進
が
図
ら
れ
る
税
制

　
度
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
な
ど
の
導

　
入
に
取
り
組
も
う

　
　
　
宣
言
を
決
議
し
ア
ピ
ー
ル
　
大

　
　
　
会
会
長
挨
拶

で
は
、
別
掲
の
大
会
宣
言
を
満
場
一
致

で
決
議
し
た
。
第
二
部
は
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
木
の
町
・
木
の
い

え
推
進
と
木
材
業
の
将
来
」。第
三
部
の

表
彰
式
で
は
、
退
任
団
体
長
表
彰
、
木

材
産
業
功
労
者
表
彰
、
協
同
組
合
事
業

功
績
者
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
後
、

懇
親
会
に
移
り
、
盛
況
の
う
ち
に
閉
幕

し
た
。（
詳
報
次
号
）

　
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
の
開
催
に

あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
本
日
こ
こ
に
、
第
四
十
四
回
全
国
木

材
産
業
振
興
大
会
を
、
関
係
者
の
ご
尽

力
に
よ
り
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
開
催
で

き
ま
す
こ
と
は
、
大
き
な
喜
び
で
あ
り

我
々
の
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
ご
多
忙
の
な
か
、
農
林
水

産
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
は
じ
め
、
多

く
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
い
た

こ
と
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
全
国
各
地
か
ら
参
集
い
た

だ
い
た
多
数
の
会
員
、
友
好
団
体
の
皆

様
に
は
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
振
興
大
会
は
、
全
国
の
木
材
産

業
関
係
者
が
会
し
て
木
材
の
利
用
促
進
、

木
材
業
界
の
情
勢
・
役
割
、
そ
し
て
振

興
方
策
・
展
望
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し

合
い
、
そ
れ
ら
を
関
係
機
関
、
多
く
の

方
々
に
広
く
訴
え
て
い
こ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
本
年
は
、
木
材
の
大

消
費
地
で
あ
る
、
こ
こ
首
都
・
東
京
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
ス
ロ
ー

滞
し
続
け
深
刻
度
を
増
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。
国
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

景
気
対
策
等
に
一
層
の
力
を
い
れ
て
い

た
だ
く
よ
う
、
祈
る
よ
う
な
思
い
で
強

く
要
請
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
木
材
産
業
は
、
低
炭
素
化
社

会
の
実
現
に
大
き
く
貢
献
す
る
木
材
の

利
用
推
進
や
地
域
経
済
の
振
興
、
そ
し

て
「
木
の
文
化
」
の
伝
承
・
発
展
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
業
界

が
、
こ
の
よ
う
な
重
要
な
使
命
・
役
割

を
十
全
に
果
た
し
て
い
く
に
は
、
活
力

あ
る
業
界
の
維
持
発
展
が
必
要
で
す
。

こ
の
こ
と
を
関
係
機
関
、
多
く
の
人
々

ガ
ン
は
「
新
た
な
木
材
利
用
へ
の
挑
戦
で

木
材
産
業
の
創
造
的
再
興
」
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
の
第
四
十
三
回
熊
本
大
会
以
降
、

経
済
社
会
は
世
界
的
な
経
済
・
金
融
危

機
に
見
舞
わ
れ
て
景
気
悪
化
を
続
け
た

激
動
の
一
年
間
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

と
こ
ろ
一
部
に
お
い
て
景
気
持
ち
直
し

の
動
き
も
伝
え
ら
れ
ま
す
が
、
未
だ
出

口
が
見
え
な
い
と
い
う
の
が
実
態
と
思

わ
れ
ま
す
。
木
材
産
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
住
宅
着
工
戸
数
が
か
つ
て
な
い
低

水
準
で
推
移
し
、
こ
れ
に
伴
う
木
材
需

要
の
大
幅
減
少
に
よ
り
地
域
経
済
の
一

翼
を
担
う
木
材
業
界
の
事
業
活
動
は
停
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に
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
業
界
自
身
と
し
て
「
木
材
産
業
の

再
興
」
に
向
け
て
新
た
な
事
業
展
開
ス

テ
ー
ジ
に
向
け
て
様
々
な
取
組
み
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

「
木
材
産
業
の
再
興
」
と
申
し
ま
し
て

も
需
要
の
大
幅
冷
込
み
の
中
で
課
題
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
木
材
利
用
に
つ

き
ま
し
て
は
、
住
宅
着
工
戸
数
が
人
口

・
世
帯
数
の
推
移
等
か
ら
か
つ
て
の
よ

う
な
着
工
戸
数
へ
の
回
復
は
期
待
し
難

い
と
い
わ
れ
て
い
る
中
で
、
木
材
の
健

康
や
環
境
に
よ
い
と
の
普
及
を
し
っ
か

り
と
広
め
て
い
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、

「
木
の
ま
ち
・
木
の
い
え
推
進
」
や

「
長
期
優
良
住
宅
推
進
」
な
ど
住
生
活

空
間
、
事
業
活
動
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
多

く
の
分
野
に
お
い
て
「
木
」「
木
質
資
源
」

の
利
用
促
進
・
需
要
堀
起
し
の
た
め
限

り
な
い
挑
戦
が
必
要
で
す
。
そ
の
際
、

木
材
・
建
築
そ
し
て
消
費
者
と
の
連
携

・
協
同
に
木
材
業
界
が
積
極
的
に
参
画

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
併
せ
て
、

木
材
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
確
保
に
き
ち
ん
と

対
応
で
き
る
業
態
・
製
品
供
給
体
制
を

整
え
て
い
く
こ
と
、
特
に
品
質
・
性
能

の
明
確
な
J
A
S
製
品
、
乾
燥
材
の
安

定
供
給
体
制
整
備
は
焦
眉
の
急
の
課
題

で
す
。
全
木
連
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

こ
の
よ
う
な
課
題
解
決
に
全
力
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
の
12
月
に
は
気
候
変
動
枠
組
条

約
締
約
国
会
合
　C
O
P
15
が
ポ
ス
ト
京

都
議
定
書
の
決
定
を
巡
っ
て
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
向

け
て
わ
が
国
政
府
は
温
室
効
果
化
ガ
ス

排
出
の
90
年
度
比
25
％
削
減
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
を
世
界
に
表
明
し
て
い
ま

す
。
炭
素
吸
収
・
固
定
源
の
役
割
を
果

た
す
森
林
整
備
、
木
材
利
用
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
評
価
・
位
置
づ
け
ら
れ
て
政

策
に
反
映
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
強
く
期

待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に

関
連
し
た
排
出
量
取
引
や
環
境
貢
献
の

「
見
え
る
化
」
取
組
み
制
度
な
ど
へ
の

木
材
業
界
の
事
業
活
動
と
し
て
の
参
画
、

そ
し
て
合
法
木
材
の
普
及
・
供
給
促
進

な
ど
に
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
木
材
産
業
は
、
こ
の
よ
う
な
諸
課
題

に
き
ち
ん
と
対
処
し
て
業
界
体
質
改
善

に
果
敢
に
取
組
ん
で
い
く
こ
と
に
よ
り
、

木
材
産
業
の
再
興
の
展
望
が
切
り
拓
か

れ
る
も
の
と
確
信
い
た
す
次
第
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
進
め
て
い

く
に
は
、
ご
列
席
の
関
係
行
政
機
関
、

関
係
団
体
の
皆
様
の
お
力
添
え
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て

ご
指
導
、
ご
支
援
の
程
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
全
木
連
と
い

た
し
て
も
皆
様
方
と
力
を
合
わ
せ
て
数

々
の
取
組
み
に
全
力
を
尽
く
し
て
参
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
日
、
栄
え
あ
る
表
彰
を

受
賞
さ
れ
る
方
々
に
は
、
長
年
に
わ
た

る
ご
精
進
と
ご
労
苦
に
対
し
深
甚
な
る

敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
心
か
ら

の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
大
会
の
開
催
に
当
た
り
ご

支
援
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
東
京
都
木

材
団
体
連
合
会
、
東
京
木
材
問
屋
協
同

組
合
他
、
関
係
者
の
皆
様
方
に
改
め
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
、
私
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
工
場
認
定
・
全
木
検

　
平
成
十
七
年
の
保
険
業
法
の
改
正
に

よ
り
共
済
事
業
は
、
い
ず
れ
も
保
険
業

法
の
規
制
対
象
と
な
っ
た
が
、
特
別
法

に
よ
ら
な
い
も
の
と
し
て
公
益
法
人
が

行
う
共
済
に
つ
い
て
は
従
前
の
ま
ま
取

り
扱
わ
れ
て
き
た
。
今
回
の
公
益
法
人

制
度
改
正
に
よ
り
、
移
行
後
の
新
法
人
に

つ
い
て
は
保
険
業
法
の
規
制
対
象
に
な
る
。

　
共
済
事
業
を
継
続
す
る
場
合
は
、
①

小
額
短
期
保
険
業
者
に
登
録
②
既
存
の

保
険
会
社
に
対
し
て
共
済
事
業
を
譲
渡

③
保
険
会
社
と
の
間
で
当
該
共
済
事
業

に
類
似
し
た
内
容
の
団
体
保
険
を
締
結
し

て
継
続
す
る
な
ど
の
対
応
が
必
要
と
な
る
。

　
平
成
二
十
一
年
十
月
九
日
付

　
㈱
松
岡
製
作
所
木
工
事
業
部
（
広
島

県
広
島
市
）
＝
全
数
検
査
・
下
地
用
製

材
、
広
葉
樹
製
材

　
㈱
門
田
家
具
工
場
（
広
島
県
府
中
市
）

＝
全
数
検
査
・
下
地
用
製
材
、
広
葉
樹

製
材

２
０
０
９
文
教
施
設
フ
ォ
ー
ラ
ム
セ
ミ
ナ
ー
２

﹇
木
材
を
活
用
し
た
学
校
施
設
づ
く
り
講
習
会
﹈

開催案内
　
文
部
科
学
省
は
、
地
方
公
共
団
体
、

木
材
関
連
企
業
、
設
計
者
等
を
対
象
に
、

木
材
を
活
用
し
た
学
校
施
設
づ
く
り
の

取
組
み
を
支
援
す
る
た
め
講
習
会
を
開

催
す
る
。
〜
２
０
０
９
文
教
施
設
フ
ォ

ー
ラ
ム
セ
ミ
ナ
ー
２
「
木
材
を
活
用
し

た
学
校
施
設
づ
く
り
講
習
会
」
〜
が
そ
れ
。

　
そ
の
開
催
案
内
の
中
で
、「
木
材
は
建

築
物
の
部
材
と
し
て
、
柔
ら
か
で
温
か

み
の
あ
る
感
触
を
与
え
た
り
、
室
内
の

湿
度
変
化
を
緩
和
さ
せ
快
適
性
を
高
め

る
な
ど
の
優
れ
た
性
質
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
お
り
、
学
校
施
設
へ
の
木
材
活
用

は
、
豊
か
な
教
育
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
上
で
大
き
な
効
果
を
期
待
で
き
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
木
材
の
活
用
に
あ
た

っ
て
は
、
建
築
コ
ス
ト
、
維
持
管
理
の

手
間
、
防
火
上
の
対
策
な
ど
へ
の
懸
念

の
声
が
聞
か
れ
、
地
域
材
の
供
給
・
流

通
シ
ス
テ
ム
や
、
地
方
公
共
団
体
と
し

て
の
木
材
利
用
推
進
体
制
の
充
実
、
耐

震
補
強
な
ど
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。」

と
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
一
助
と
す
べ
く
講
習
会

が
開
か
れ
る
。
講
習
会
で
は
、
木
材
活

用
に
関
す
る
施
設
紹
介
や
専
門
家
に
よ

る
特
別
講
演
、
地
方
公
共
団
体
の
取
組
紹

介
、木
造
学
校
施
設
の
視
察
が
行
わ
れ
る
。

　
日
時
、
場
所
等
は
次
の
と
お
り
。

▼
佐
賀
会
場
（
佐
賀
市
文
化
会
館
）

平
成
二
十
一
年
十
一
月
九
日
〜
十
日

特
別
講
演
者
＝
東
洋
大
学
理
工
学
部
建

築
学
科
教
授
・
長
澤
悟
「
木
の
学
校
づ

く
り
意
義
・
課
題
と
進
め
方
」

公
益
法
人
の
行
う
共
済
事
業
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
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栄
え
の
受
賞
者
（
敬
称
略
）

第
　　
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会

４４

　
前
大
会
以
降

　
　
退
任
団
体
長
表
彰

　
木
材
産
業

　協
同
組
合
事
業
功
績
者

　
　及
び
優
良
組
合
表
彰

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
六
日
〜
二

十
七
日

特
別
講
演
者
＝
秋
田
県
立
大
学
木
材
高

度
加
工
研
究
所
教
授
・
飯
島
泰
男
「
地

域
産
木
材
を
学
校
建
築
に
使
う
意
味
と

効
果
」

視
察
校
＝
能
代
市
立
浅
内
小
学
校
―
地

域
材
と
地
域
技
術
の
活
用
に
よ
り
単
価

を
抑
え
た
事
例

申
し
込
み
は
、
文
部
科
学
省
の
申
込
受

付
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
２
０
０
９
文
教
施
設

フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ン
ク
）
へ
。

全
木
協
連
会
長
感
謝
状

山
　
　
形
　
　
　
安
　
部
　
政
　
昭

新
　東
　京
　
　
　
阿
　
部
　
信
　
義

新
　
　
潟
　
　
　
諏
　
方
　
富
　
作

福
　
　
井
　
　
　
久
　
保
　
新
　
六

和
　歌
　山
　
　
　
中
　
谷
　
　
　
弘

島
　
　
根
　
　
　
文
　
野
　
　
　
隆

山
　
　
口
　
　
　
今
　
井
　
昭
　
夫

大
　
　
分
　
　
　
新
　
貝
　
淳
　
親

全
木
連
会
長
感
謝
状

山
　
　
形
　
　
　
安
　
部
　
政
　
昭

新
　
　
潟
　
　
　
諏
　
方
　
富
　
作

福
　
　
井
　
　
　
久
　
保
　
新
　
六

和
　歌
　山
　
　
　
中
　
谷
　
　
　
弘

大
　
　
分
　
　
　
新
　
貝
　
淳
　
親

鹿
　児
　島
　
　
　
佐
々
木
　
幸
　
久

プ
レ
カ
ッ
ト
　
　
　
齋
　
藤
　
陸
　
郎

高
　
　
知
　
川
井
喜
久
博

福
　
　
岡
　
長
澤
貞
義
　
樋
口
吉
徳

長
　
　
崎
　
岩
永
俊
幸
　
尾
上
重
道

熊
　
　
本
　
那
須
主
隆

宮
　
　
崎
　
田
本
和
秀

沖
　
　
縄
　
真
玉
橋
政
始

バ
　ー
　ク
　
中
川
幹
彦

林
野
庁
長
官
感
謝
状

秋
　
　
田
　
　
　
協
同
組
合
秋
田
県
銘

　
　
　
　
　
　
　
木
セ
ン
タ
ー
　

栃
　
　
木
　
　
　
田
　
村
　
英
　
二

東
京（
原
木
）　
　
村
　
井
　
宏
　
二

岐
　
　
阜
　
　
　
杉
　
山
　
永
　
喜

静
　
　
岡
　
　
　
望
　
月
　
信
　
幸

愛
　
　
知
　
　
　
梶
　
浦
　
好
　
弘

兵
　
　
庫
　
　
　
毛
　
利
　
叡
　
暉

岡
　
　
山
　
　
　
岡
　
本
　
信
　
和

熊
　
　
本
　
　
　
池
　
部
　
正
　
信

鹿
　児
　島
　
　
　
児
　
玉
　
篤
　
臣

全
木
協
連
会
長
表
彰
状

福
　
　
島
　
栗
山
英
雄

茨
　
　
城
　
櫻
井
　
攻
　
池
田
與
一

栃
　
　
木
　
坪
野
谷
忠
平
　
大
岡
周
久

群
　
　
馬
　
竹
内
章
次
　
佐
々
木
国
雄

埼
　
　
玉
　
田
口
壽
夫

東
京（
問
屋
）　
山
口
國
男
　
竹
内
晋
輝

　
　
　
　
　
飯
島
晨
邑
　
菅
野
恒
雄
　

　
　
　
　
　
小
池
一
三

東
京（
材
商
）　
平
野
公
一

東
京（
木
場
製
材
）　
網
中
　
勝

福
　
　
井
　
平
田
満
治

長
　
　
野
　
櫻
井
満
雄
　
片
桐
辰
夫

岐
　
　
阜
　
杉
山
義
博
　
大
野
公
之

静
　
　
岡
　
鈴
木
俊
博
　
新
間
浩
喜

愛
　
　
知
　
紅
谷
幸
政

三
　
　
重
　
中
井
俊
博

兵
　
　
庫
　
森
本
紘
司

島
　
　
根
　
竹
下
三
樹
夫

岡
　
　
山
　
水
島
佳
治
　
山
下
順
次

広
　
　
島
　
小
田
基
治
　
三
島
英
揮

徳
　
　
島
　
中
嶋
修
三

高
　
　
知
　
島
　
　
廣

熊
　
　
本
　
中
野
進
夫

　
　
　
功
労
者
表
彰

林
野
庁
長
官
感
謝
状

宮
　
　
城
　
　
　
幸
　
田
　
一
　
男

秋
　
　
田
　
　
　
西
　
村
　
　
　
健

千
　
　
葉
　
　
　
小
　
　
　
　
　
茂

新
　
　
潟
　
　
　
諏
　
方
　
富
　
作

富
　
　
山
　
　
　
島
　
田
　
勝
　
由

岐
　
　
阜
　
　
　
金
　
子
　
一
　
弘

岡
　
　
山
　
　
　
矢
　
野
　
勝
　
三

広
　
　
島
　
　
　
小
　
林
　
亮
　
介

香
　
　
川
　
　
　
松
　
高
　
照
　
廣

愛
　
　
媛
　
　
　
渡
　
部
　
　
　
章

宮
　
　
崎
　
　
　
川
　
添
　
恵
一
郎

全
　市
　連
　
　
　
福
　
原
　
俊
　
雄

全
　市
　連
　
　
　
宮
　
北
　
嘉
　
則

全
木
連
会
長
表
彰
状

岩
　
　
手
　
森
谷
　
潤
　
田
鎖
政
夫

宮
　
　
城
　
今
野
光
男

秋
　
　
田
　
大
坂
真
一
　
沓
澤
一
英

福
　
　
島
　
鈴
木
裕
一

茨
　
　
城
　
石
川
　
毅

栃
　
　
木
　
樽
見
正
衛

群
　
　
馬
　
田
村
欽
勇
　
湯
浅
守
男
　

　
　
　
　
　
金
澤
貞
夫

埼
　
　
玉
　
関
根
　
進

千
　
　
葉
　
高
橋
新
作
　
吉
野
幸
男

東
　
　
京
　
青
木
勇
蔵
　
藤
井
良
一
　

　
　
　
　
　
伊
藤
玄
二
　
岡
田
隆
夫
　

　
　
　
　
　
庄
司
良
雄
　
春
名
克
俊

　
　
　
　
　
山
田
　
実
　
伊
東
龍
一

　
　
　
　
　
菊
地
邦
夫

富
　
　
山
　
長
島
邦
彰

石
　
　
川
　
折
高
啓
一

福
　
　
井
　
田
中
靖
司

長
　
　
野
　
伊
藤
久
明
　
丸
山
英
樹

岐
　
　
阜
　
三
輪
文
男
　
鷲
見
隆
夫

静
　
　
岡
　
影
山
善
次
郎
　
堤
宣
夫
　

　
　
　
　
　
伊
藤
亮
一
　
中
野
　
仁

愛
　
　
知
　
大
平
剛
士
　
安
井
孝
守
　

　
　
　
　
　
近
藤
一
良
　
竹
内
久
幸
　

　
　
　
　
　
大
井
　
烝

三
　
　
重
　
栗
田
正
章

滋
　
　
賀
　
白
井
秀
弥
　
三
品
東
洋
一

　
　
　
　
　
森
本
直
志

大
　
　
阪
　
谷
　
正
一
　
安
木
隆
昭

　
　
　
　
　
八
木
輝
行
　
宮
本
和
雄

兵
　
　
庫
　
岸
本
英
夫
　
井
上
信
良

和
　歌
　山
　
花
畑
重
靖

島
　
　
根
　
桑
原
三
平

岡
　
　
山
　
　
岡
哲
郎

広
　
　
島
　
堀
川
保
幸
　
丸
山
達
夫
　

　
　
　
　
　
加
藤
信
博

山
　
　
口
　
林
　
克
彦

徳
　
　
島
　
和
田
善
行

香
　
　
川
　
赤
松
孝
明

愛
　
　
媛
　
下
田
義
一
　
児
玉
克
文

視
察
校
＝
佐
賀
市
立
小
中
一
貫
校
北
山

校
（
施
設
一
体
型
）
―
市
内
の
地
元
産

木
材
を
活
用
し
た
事
例

▼
愛
媛
会
場
（
愛
媛
県
県
民
文
化
会
館
）

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
七
日
〜
十
八

日特
別
講
演
者
＝
東
京
大
学
生
産
技
術
研

究
所
准
教
授
・
腰
原
幹
雄
「
木
造
校
舎

の
耐
震
診
断
・
耐
震
補
強
」

視
察
校
＝
八
幡
浜
市
立
日
土
小
学
校
―

木
造
校
舎
を
耐
震
改
修
し
た
事
例

▼
秋
田
会
場
（
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
）
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景況調査＝全木協
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

頻度
乾燥材取引の 変わらず

平成21年10月25日（日曜日） （第619号）（第三種郵便物認可）

【
開
催
案
内
】

　
活
か
し
て
使
お
う

　
　
国
産
材
フ
ェ
ア

　
全
木
連
は
、
十
一
月
十
一
日
〜
十
三

日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
京
国
際

展
示
場
）
で
開
催
さ
れ
る
「
ジ
ャ
パ
ン

ホ
ー
ム
＆
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
シ
ョ
ウ
」
の

会
場
内
に
お
い
て
国
産
材
製
品
生
産
・

供
給
十
事
業
体
の
協
力
を
得
て
、
住
宅

建
築
関
係
者
、
一
般
消
費
者
等
を
対
象

に
、「
活
か
し
て
使
お
う
国
産
材
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
フ
ェ
ア
を
開
催
す
る
。

　
ま
た
、
日
本
能
率
協
会
と
の
共
催
に

よ
り
、
木
の
家
づ
く
り
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
情
報
や
国
産
材
の
種
類
、
特
徴

な
ど
に
つ
い
て
情
報
を
提
供
し
、
地
域

材
を
使
っ
た
家
づ
く
り
に
お
役
に
立
て

て
い
た
だ
く
た
め
、
特
別
講
演
会
を
開

催
す
る
。

　
九
月
は
、
流
通
・
製
造
部
門
と
も
販

売
量
、
仕
入
量
は
前
月
よ
り
増
加
し
た
。

ま
た
、
販
売
価
格
、
仕
入
価
格
は
、
変

わ
ら
な
か
っ
た
。
ほ
ぼ
、
前
回
調
査
の

予
想
の
と
お
り
の
結
果
で
あ
っ
た
。

　
十
月
に
つ
い
て
は
、
流
通
・
製
造
部

門
と
も
販
売
量
、
仕
入
量
は
増
加
の
見

通
し
で
あ
る
。
ま
た
、
価
格
に
つ
い
て

は
、
販
売
価
格
、
仕
入
価
格
は
変
わ
ら

ず
の
見
通
し
で
あ
る
。

　
三
ヵ
月
後
の
相
場
予
想
に
つ
い
て
は
、

流
通
・
製
造
部
門
と
も
、
北
洋
材
は
強

含
み
予
想
、
国
産
材
は
保
ち
合
い
予
想

で
あ
る
。
米
材
、
南
洋
材
に
つ
い
て
は
、

流
通
部
門
で
は
保
ち
合
い
予
想
、
製
造

部
門
で
は
強
含
み
予
想
で
あ
る
。
ま
た
、

建
材
は
強
含
み
予
想
で
あ
る
。

　
流
通
部
門
に
お
け
る
「
乾
燥
材
取
引

の
頻
度
」
に
つ
い
て
は
、乾
燥
材
の
一
定

の
取
引
は
定
着
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る

が
、
全
体
の
傾
向
と
同
様
に
「
変
わ
ら

ず
」
の
回
答
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。

　
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
の
操
業
状
況
に
つ

い
て
は
、
や
や
回
復
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　
景
況
調
査

　　　
九
月
分
概
評

21年9月分集計表
モニター数101　　回答数62　　回収率61％

モニター数115　　回答数78　　回収率68％

増加32％（20）
増加32％（20）
上昇　2％（　1）
上昇　6％（　4）

増加32％（20）
増加26％（16）
上昇　8％（　5）
上昇18％（11）

強　含　み
16％（　9）
　8％（　4）
21％（11）
　9％（　5）
22％（11）

増　　加
20％（12）

減少16％（10）
減少15％（　9）
下降10％（　6）
下降　8％（　5）

減少　8％（　5）
減少16％（10）
下降　5％（　3）
下降　8％（　5）

弱　含　み
　5％（　3）
　6％（　3）
11％（　6）
18％（10）
12％（　6）

減　　少
　0％（　0）

保ち合い
79％（43）
86％（43）
68％（36）
73％（41）
66％（32）

80％（47）

変わらず52％（32）
変わらず53％（33）
変わらず88％（55）
変わらず86％（53）

変わらず60％（37）
変わらず58％（35）
変わらず87％（53）
変わらず74％（45）

変わらず49％（38）
変わらず40％（31）
変わらず82％（63）
変わらず72％（55）

変わらず56％（42）
変わらず64％（48）
変わらず92％（69）
変わらず72％（54）

増加34％（26）
増加39％（30）
上昇　4％（　3）
上昇23％（18）

増加33％（25）
増加25％（19）
上昇　3％（　2）
上昇21％（16）

強　含　み
30％（10）
35％（　9）
33％（10）
19％（12）

1ヵ月以内
75％（　9）

保ち合い
64％（21）
61％（16）
54％（16）
62％（39）

1ヵ月
17％（　2）

減少17％（13）
減少21％（16）
下降14％（11）
下降　5％（　4）

減少11％（　8）
減少11％（　8）
下降　5％（　4）
下降　7％（　5）

弱　含　み
　6％（　2）
　4％（　1）
13％（　4）
19％（12）

1ヵ月以上
　8％（　1）


